
特定非営利活動法人日本小児循環器学会 

2016 年度総会 議事録 

日時：2016 年 7月 7 日（木） 13：50～15：00 

場所：東京ドームホテル B1 階 天空 〒112-8562 東京都文京区後楽 1-3-61 

出席者：社員現在数 2853 名 

出席社員数 1517 名(内、委任状提出・書面表決者 1292 名) 

理事：(理事長)安河内聰 (副理事長)角秀秋 

市川肇、市田蕗子、岩本眞理、小山耕太郎、賀藤均、鎌田政博、坂本喜三郎、 

白石公、鈴木孝明、住友直方、土井庄三郎、富田英、野村裕一、檜垣高史、朴仁三、 

三谷義英、山岸敬幸、山岸正明 

監事：佐地勉、佐野俊二、中西敏雄 

庶務：深澤隆治、藤原優子 

 

議事：第 1号議案 平成 27 年度事業報告および会計決算 

第 2号議案 平成 28 年度事業計画および会計予算 

第 3号議案 定款変更について 

第 4号議案 その他 

 

議事の経過の概要および議決の結果： 

1 開会 

定刻になり、角秀秋副理事長より定足数を満たしている旨の報告がなされ、開会が宣言さ

れた。また、定款第 26条により安河内聰理事長が議長となることが全会一致で承認された。 

続いて、議長から議事録署名人として鈴木孝明理事と住友直方理事が指名され、全会一致

で承認された。 

 

2 物故会員黙祷 

 議長から審議に先立ち、この 1年に亡くなられた会員の報告がなされた。 

(名誉会員)石澤瞭氏、大国真彦氏 

(特別会員)荻野廣太郎氏 

(元会員)保崎純郎氏 

以上 4名のご冥福を祈り、全員起立し黙祷を捧げた。 

 

3 第 52 回学術集会会長挨拶 

第 52 回学術集会開催について小川俊一会長より、多数の会員の参加と協力に謝辞が述べら



 

 

れた。 

 

4 第 1号議案 平成 27 年度事業報告および会計決算 

4.1 事業報告 

 議長から、2015 年度の事業報告について、報告がなされた。主な事業報告としては下記の

通りである。 

2015 年度事業報告： 

医療機器等要望書の提出・学会事務局の移転・分科会規約の制定・ホームページのリニュー

アル（2016 年 9 月予定）・50 年誌編纂・成人先天性心疾患に対する横断的検討会議の提案・

学校心臓検診ガイドライン改訂・海外学会との共同事業(world congress2017、日中韓 3か国

フォーラム)・小児慢性特定疾病事業・厚労省ならびに PMDA との共同作業・臨床治験に向け

ての実態調査・企業との提携事業進捗 

 また、2015 年度第 4回理事会(2016 年 7 月 5日開催)にて改定が承認された定款施行細則に

ついて、報告がなされた。 

 

変 更 後 現 行 

定款施行細則 第 4条 

本学会の理事は，定款第 14 条の規定により評

議員の中から選出する．評議員の互選による

選出理事は 12 名とし，理事会で選任する．理

事長は選出理事の互選とし，副理事長は理事

長の指名後，理事会が承認する． 

定款施行細則 第 4条 

本学会の理事は，定款第 14 条の規定により評

議員の中から選出する．評議員の互選による

選出理事は 10 名とし，理事会で選任する．理

事長は選出理事の互選とし，副理事長は理事

長の指名後，理事会が承認する． 

同 第 4条 

3 理事の選挙方法は，定款施行細則第 5 条に

定める． 

同 第 4条 

3 理事の選挙は，次条に定める施行内規によ

って行う． 

同 第 5条 5（3） 

（3）投票は 12名以内の制限連記で行う． 

同 第 5条 5（3） 

（3）投票は 10名以内の制限連記で行う． 

同 第 5条 5（4） 

当選は投票数の順位の上位 12 名とする．得票

数が同じであるときは選挙管理委員長が委員

にはかりこれを定める． 

同 第 5条 5（4） 

当選は投票数の順位の上位 10 名とする．得票

数が同じであるときは選挙管理委員長が委員

にはかりこれを定める． 

 

 



 

 

4.2 総務報告 

 総務委員会の富田英委員長から、会員数の動向について報告がなされた。 

 

4.3 2015 年度決算報告・会計監査 

 財務担当の山岸敬幸理事から、2015 年度の決算について報告がなされた。また、中西敏雄

監事より 2015 年度の会計報告について、佐地勉監事、佐野俊二監事とともに適正であること

を確認した旨が報告された。議長が決算の承認について議場に諮ったところ、出席した社員

の過半数をもって承認された。 

 

4.4 学術集会会長報告 

佐地勉会長から、第 51 回学術集会(2015 年開催)について、謝辞と会計監査報告がなされ

た。また、坂本喜三郎会長から、第 53 回学術集会(2017 年開催)について、下記の通り概要

の説明がなされた。 

     会期：2017 年 7 月 7 日(金)、8日(土)、9日(日)  

会場：アクトシティ浜松 

テーマ：点を繋げて、生命の線を引く 

 

4.5 海外関連学会報告 

 AEPC(欧州小児循環器学会)の Gurleen Sharland 会長より AEPC2016 の開催報告および AEPC 

2017 の紹介がなされた。また、議長より APPCS2016 の概要および WCPCCS2017 の日程と開催地変

更の報告がなされた。 

 

4.6 委員会活動報告 

 議長から委員会報告がなされた。 

 

5 第 2号議案 平成 28 年度事業計画および会計予算 

5.1 事業計画 

議長から、2016 年度の事業計画について報告がなされた。主な事業計画としては下記の通

りである。 

2016 年度事業計画： 

小児心疾患発生頻度の実態調査・カンデサルタン使用実態調査・専門医制度年次報告新シス

テム構築・臨床試験促進制度構築・英文誌発刊・学会からの情報発信強化・次世代育成のた

めの制度設計・理事選挙・社会制度整備への提言 

 



 

 

5.2 2016 年度予算提案 

 財務担当の山岸敬幸理事から、2016 年度の予算について提案がなされた。議長が予算の承

認について議場に諮ったところ、出席した社員の過半数をもって承認された。 

 

6 第 3号議案 定款変更について 

 議長から、定款の変更について説明がなされ、議案について賛否を議場に諮ったところ、

定款の変更については出席した社員の 4 分の 3 以上の賛成をもって承認され、所轄庁の認

証申請を行うこととなった。 

変 更 後 現 行 

定款 第 2条 

この法人は，主たる事務所を東京都新宿区山

吹町 358-5 アカデミーセンター株式会社国

際文献社内に置く. 

定款 第 2条 

この法人は，主たる事務所を東京都千代田区

九段南2丁目1番30号 株式会社メディカル

トリビューン内に置く． 

同 第 6条 

この法人の会員は，次の 6 種とし，正会員，

名誉会員及び特別会員をもって特定非営利活

動促進法（以下「法」という．）上の社員とす

る． 

(1) 正会員 医師並びに医師以外の医学研究

者および医療従事者であって，この法人の目

的に寄与する個人 

(2) 準会員 

 医師以外の者であって，この法人の目的 に

賛同する個人 

(3) 名誉会員 この法人に対し顕著な功績の

あった者の中から理事会が推薦し，総会の承

認を得た個人 

(4) 特別会員 この法人に功労のあった者の

中から理事会が推薦し，総会の承認を得た個

人 

(5) 団体会員 この法人の目的に賛同して入

会した団体 

(6) 賛助会員 この法人の目的に賛同し，賛助

するために入会した個人及び団体 

同 第 6条 

この法人の会員は，次の 5種とし，正会員，

名誉会員及び特別会員をもって特定非営利活

動促進法（以下「法」という．）上の社員とす

る．  

(1) 正会員 この法人の目的に賛同して入会

した個人 

(2) 名誉会員 この法人に対し顕著な功績の

あった者の中から理事会が推薦し，総会の承

認を得た個人 

(3) 特別会員 この法人に功労のあった者の

中から理事会が推薦し，総会の承認を得た個

人 

(4) 団体会員 この法人の目的に賛同して入

会した団体 

(5) 賛助会員 この法人の目的に賛同し，賛助

するために入会した個人及び団体 



 

 

 定款第 6 条については、東京都の認証を得た後に変更となる旨、説明がされた。また、定

款第 6条が改定されることを条件として、2015 年度第 4回理事会(2016 年 7 月 5 日開催)にて

改定が承認された定款施行細則について報告がされた。 

変 更 後 変 更 前 

定款施行細則 第 1条 

会費年額は次のとおりとする． 

(1) 正会員（医師）： 15,000 円                

正会員（医師以外）： 8,000 円 

(2）準会員： 5,000 円 

(3）団体会員： 12,000 円 

(4) 賛助会員： 100,000 円 

定款施行細則 第 1条 

会費年額は次のとおりとする． 

(1) 正会員（医師）： 15,000 円                        

正会員（医師以外）： 8,000 円 

(2) 団体会員： 12,000 円 

(3) 賛助会員： 100,000 円 

 

7 第 4号議案 その他 

7.1 評議員推薦について 

 総務委員会の富田英委員長から、17 名の評議員推薦者について報告がなされ、評議員就任

について賛否を議場に諮ったところ、出席した社員の過半数をもって承認された。 

 

7.2 第 54 回会長推薦について 

 議長から、2018 年開催の第 54 回学術集会会長について 2015 年度第 2 回理事会(2016 年 1

月 11 日開催)および 2016 年度評議員会(2016 年 7 月 5 日開催)において昭和大学横浜市北部

病院の富田英先生の推薦があった旨報告がなされ、議場に諮ったところ、出席した社員の過

半数をもって承認された。 

 

8 表彰式  

 議長から今年度の学会賞受賞者について報告がなされ、表彰式が執り行われた。 

 功労賞 

中澤誠先生 (総合南東北病院小児・生涯心臓疾患研究所) 

安井久喬先生 (浜の町病院) 

 

 Young Investigator’s Award 賞(和文) 

今井健太先生 (静岡県立こども病院) 

論文名：小児大動脈弁疾患に対するグルタールアルデヒド処理自己心膜を用いた 

大動脈弁形成術      日本小児循環器学会雑誌 2015；31：329-337  

名和智裕先生 (千葉県こども病院/北海道立子ども総合医療・療育センター) 



 

 

論文名：当センターにおける消化管閉鎖合併の先天性心疾患の現状と今後の課題 

日本小児循環器学会雑誌 2015；31：192-198  

 

 Young Investigator’s Award 賞(英文) 

大槻祥一郎先生 (三重中央医療センター) 

論文名：Potential Contribution of Phenotypically Modulated Smooth Muscle Cells 

and Related Inflammation in the Development of Experimental Obstructive 

Pulmonary Vasculopathy in Rats     PLOS ONE 2015;10: 1-20 

本間順先生（東京女子医科大学） 

論文名：Myoblast cell sheet transplantation enhances the endogenous 

regenerative abilities of infant hearts in rats with myocardial infarction 

Journal of Tissue Engineering and Regenerative Medicine 2015; Epub 

 

 Case Report Award 賞 

北野正尚先生 (国立循環器病研究センター) 

論文名：Ductal Stenting Using Side-Branch Cell Dilation for Aortic Coarctation in 

High-Risk Patients With Hypoplastic Left Heart Syndrome 

Catheterization and Cardiovascular Interventions 2016;87:E23-E29  

桑田聖子先生（埼玉医科大学総合医療センター） 

論文名：Clinical Evaluation of the Hemodynamic Effects of the High-Flow Nasal 

Cannula Therapy on the Fontan Circulation. 

Clin Med Cardiol 2015; 9:109-11 

 

 会長賞表彰 

石神修大先生 （岡山大学） 

演題名：小児単心室症に対する心筋再生医療における治療反応予測因子の検討と 5年

間に及ぶ長期追跡調査報告 

 

 AEPC-YIA 表彰 

羽山陽介先生 （国立循環器病研究センター） 

演題名：History of open heart surgeries strongly predicts a type of restrictive 

ventricular characteristics (constrictive or restrictive) in repaired adult patients 

with congenital heart disease 

 



 

 

 また、議長より今年の Miyata Foundation Award 日本小児循環器学会研究奨励賞につい

ては、阿部二郎先生（北海道大学）、吉田祐先生（慶應義塾大学）の 2名が受賞し、別途授賞

式が執り行われた旨報告がなされ、公益財団法人宮田心臓病研究振興基金の宮田宏章氏の紹

介がされた。 

 

9 その他 

 議長から、2017 年開催の第 8回 TAKAO International Symposium、2018 年開催の

Weinstein Cardiovascular Conference について紹介がなされた。 

 

10 開会 

以上をもって本日の議事を終了し、議長から議事への協力に謝辞があり、閉会した。 

 

 上記の議事の経過および結果を明らかにするため、この議事録を作成し議長並びに議事録

署名人がこれに押印する。 

 

2016 年 7月 7 日 

 

議 長      安河内 聰 

 

 

議事録署名人   鈴木 孝明 

 

 

議事録署名人   住友 直方 

 

 

（以下余白） 


